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ご注意 
 
・ご使用の前に必ずこのユーザーズマニュアルをよくお読みの上、正しくお使い 
 ください。 
・お読みになったあとは、いつでもよく見られる場所に必ず保管してください。 
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輸出する際のご注意 
 本製品は、外国為替および外国貿易管理法の規定により、戦略物資輸出規制

品に該当します。日本国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請など、

必要な手続きをお取りください。 

 本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準

拠しておりません。本製品は日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負

いかねます。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポ

ート等は行っておりません。 

 

情報処理装置等電波障害自主規制について 
 この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に

基づくクラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目

的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に接近して使用さ

れると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

 

ご注意 
(1) 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

(2) 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載

漏れなどお気づきのことがありましたら、ご一報くださいますようお願いいた

します。 

(4) 当社では、本体の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、

(3)項にかかわらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。 

(5) 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、

人命に関わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器として

の使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。 

これら、設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、当社製品の故障

により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、当社ではいかな

る責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいては、冗長設計、

火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されますようご

注意願います。 

(6) 乱丁、落丁はお取り替え致します。 

 

 

 

Copyright© 2003 NEC Corporation 
日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 

 2003年 4 月  第 2版 



 

  

 

本製品を安全に正しくお使いいただき、お客様やほかの人々への危害や、

財産への損害を未然に防止するために、守っていただきたい事項を示しま

す。ご使用前に必ずお読み下さい。 
 

 本文で使用している表示と図記号の意味は次の通りです。内容をよく理

解してから、本文をお読みください。 

 

     

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人

が死亡または重傷を負う可能性が想定される内

容を示しています。 

     

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人

が障害を負う可能性が想定される内容および物

的損害が想定される内容を示しています。 

 

 
誤った取扱いをすると、発火の可能性が想定される

ことを示しています。 

 
誤った取扱いをすると、感電の可能性が想定される

ことを示しています。 

 
誤った取扱いをすると、けがを負う可能性が想定さ

れることを示しています。 

 
安全のため、機器を水場で使用するのを禁止するこ

とを示しています。 

 
安全のため、機器を分解するのを禁止することを示

しています。 

 
安全のため、電源コードのプラグを必ずACコンセ

ントから抜くように指示するものです。 

 

警告 

  安全にお使いいただくために 

注意 

－ ① － 



＜電源に関するご注意＞ 
 

 

 

本装置の電源は、AC 100V±10V(50/60Hz)の電

源以外では、絶対に使用しないでください。 

異なる電圧で使用すると、火災、感電の原因と

なります。 

 

電源プラグはACコンセントに確実に根元まで差

し込んでください。 

電源プラグの金属部に金属などが触れると、火

災、感電の原因となります。 

 

電源コードの接続は、テーブルタップや分岐コンセン

ト、分岐ソケットを使用したタコ足配線にしないでく

ださい。 

AC コンセントが過熱し、火災、感電の原因と

なります。 

 

電源コードを加工したり、傷つけたり、無理に曲げた

り、ねじったり、引っ張ったりしないでください。 

コードの破損による、火災、感電の原因となります。 

 
電源コードの上にものを載せないでください。 

コードの破損による、火災、感電の原因となり

ます。 

 

本装置に付属の専用 AC アダプタ以外のものは、

絶対に使用しないでください。 

火災、感電、故障の原因となります。 

 

警告 

－ ② － 



 
 

 

 

電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜

いてください。 

コードの損傷による火災、感電の原因となるこ

とがあります。 

 

濡れた手で電源プラグを AC コンセントに抜き差

ししないでください。 

感電の原因となることがあります。 

 

電源プラグをACコンセントに接続してあるときは、

ぬれた手で本体に触れないでください。 

感電の原因となります。 

 
本装置をご使用にならないときは、安全のため必ず電

源プラグをACコンセントから抜いてください。 

 

電源プラグをACコンセントに長い間差し込んだま

まにしておくと、電源プラグやACコンセントの絶

縁物の表面にほこりや水分が付着して導電路が形

成され絶縁物が劣化して火災に至る原因となるこ

とがあります（トラッキング現象）。ACコンセント

の周りを常に清潔に保ち、電源プラグがしっかりと

差し込まれているかときどき確認してください。 

 

注意 

－ ③ － 



＜保管および使用環境に関するご注意＞ 
 

 

 

本装置の上や近くに花びん､植木鉢､コップ､化粧

品､薬品など､液体の入った容器を置かないでくだ

さい。 

液体が本装置にこぼれたり、本装置の中に入ったり

した場合、火災、感電、故障の原因となります。 

 

本装置をふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高い

ところ（湿度 85％以上）では使用しないでくだ

さい。 

火災、感電の原因となります。 

 

警告 

－ ④ － 



 
 

 

 

本装置や電源コードを火気やストーブなどの熱器

具に近づけないでください。 

キャビネットや電源コードの被覆が溶けて、火

災、感電、故障の原因となることがあります。 

 

本装置を油飛びや湯気があたるような場所、ほこ

りの多い場所に置かないでください。 

火災、感電、故障の原因となることがあります。 

 

本装置を直射日光の当たるところや、温度の高い

ところ(40℃以上)に置かないでください。 

内部の温度が上がり、火災の原因となることがあり

ます。 

 

本装置の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部の温度が上がり、火災の

原因となることがあります。 

 

本装置を不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所

など）に置かないでください。 

落ちたりして、けがの原因となることがありま

す。 

 

本装置を振動、衝撃の多い場所に置かないでくだ

さい。 

落ちたりして、けがの原因となることがありま

す。 

 

本装置は、添付の縦置き台を使用して設置してく

ださい。 

倒れたり、落ちたりして、けがの原因となるこ

とがあります。 

 本装置をラジオやテレビなどのすぐそばで使用するとラジオやテ

レビに雑音が入ることがあります。また、強い磁界を発生する装置

が近くにあると、逆に本装置に雑音が入ってくることがあります。

このような場合は離して使用してください。 

 

注意 

－ ⑤ － 



＜禁止事項＞ 
 

 

 

当社サービスマン以外は、本装置内部の点検、調 

整、清掃、修理は、危険ですから絶対にしないで 

ください。 

本装置の内部には電圧の高い部分があり､火災､

感電の原因となります。 

本装置内部の点検、調整、清掃、修理は、サー

ビス窓口に依頼してください。 

 

当社サービスマン以外は、本装置内部の分解・改

造は絶対にしないでください。 

火災、感電、故障の原因となります。 

 

本装置に水などの液体が入ったり、本装置をぬら

したりしないようご注意ください。 

火災、感電、故障の原因となります。 

 

 

警告 

－ ⑥ － 



 
 

 

 

本装置の通風孔など開口部から、内部に金属類や

燃えやすいものなどの異物を入れないでくださ

い。 

そのまま使用すると火災、感電、故障の原因と

なることがあります。 

 

本装置の上にものを載せたり、本装置に乗ったり

しないでください。 

特に、小さなお子様のいるご家庭ではご注意く

ださい。壊れたりしてけがの原因となることが

あります。 

 

 

注意 

－ ⑦ － 



＜異常時およびトラブルに関するご注意＞ 
 

 

 

万一、本装置を落としたり破損したりした場合、

電源プラグを AC コンセントから抜いて、サービ

ス窓口にご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因

となります。 

 

万一、本装置の内部に水などの液体が入った場合

は、電源プラグを AC コンセントから抜いて、サ

ービス窓口にご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因

となります。 

 

万一、異物が本装置の内部に入った場合は、電源

プラグを AC コンセントから抜いて、サービス窓

口にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災、感電、故障の原因と

なります。 

 

電源コードが傷んだ（芯線の露出、断線など）と

きは、すぐに電源プラグを AC コンセントから抜

いて、サービス窓口に修理を依頼してください。 

そのまま使用すると、火災、感電の原因となり

ます。 

 

万一、本装置から煙が出ている、変な臭いがする

などの異常状態のときは、すぐに電源プラグを

AC コンセントから抜き、煙が出なくなるのを確

認して、サービス窓口に修理をご依頼ください。 

そのまま使用すると、火災、感電の原因となり

ます。 

警告 

－ ⑧ － 



 
 

 

 

落雷の恐れのあるときは、本装置の電源を切り、

必ず電源プラグを AC コンセントから抜いてご使

用をお控えください。 

落雷時に、火災、感電の原因となることがあり

ます。 

 

雷が鳴っているときは、電源プラグに触れたり、

機器の接続をしたりしないでください。 

感電の原因となることがあります。 

 

 

注意 

－ ⑨ － 



＜お手入れに関するご注意＞ 
 

 

 

本装置のお手入れをする際は、安全のため必ず電

源プラグを AC コンセントから抜いてください。 

感電の原因となることがあります。 

 

購入後、1 年に一度は内部の掃除を、サービス

窓口にご相談ください。特に、湿気の多くなる

梅雨期の前に行うと効果的です。 

 

内部にほこりがたまったまま長い間掃除をしな

いと火災や故障の原因となることがあります。 

 

なお、内部掃除費用については、サービス窓口にご

相談ください。 

ベンジン、シンナーなど（揮発性のもの）や薬品を用いてふいたり

しますと、変形や変色の原因となることがあります。また、殺虫剤

などをかけた場合も変形や変色の原因になることがありますので注

意してください。 

 
 

 

注意 

－ ⑩ － 



 

  

このたびは、IV-110SNをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

 

 本装置は、従来の電話機やファックス端末などを使って IP ネットワーク

上で IP 電話サービスの利用を可能とするテレフォニーアダプタです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 装置表面は、柔らかい布に水または洗剤を含ませて軽く拭いてください。

ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬品は絶対に使用しないでください。

変形、変色の原因になります。 

 

 

 

  はじめに 

－ ⑪ － 

  日常のお手入れ 



 

 

◆安全にお使いいただくために 

◆はじめに 

◆日常のお手入れ 

◆目次（本ページ） 

◆この本の読み方 
 

 

第１章 お使いになる前に････････････････････   １ 
 

1.1 同梱品の確認 ･･･････････････････････････   ２ 
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  目次 

－ ⑫ － 



 

 

 

第４章 通話･･･････････････････････････････････  ７９ 
 

4.1 発信 ･･･････････････････････････････････  ８１ 

4.2 着信 ･･･････････････････････････････････  ８９ 

4.3 通話中の着呼について ･･･････････････････  ９０ 

4.4 停電時の発着信について ･････････････････  ９２ 
 

第５章 困ったときは・・・･･････････････････  ９３ 
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・マネージメント([保守関連]の画面) ･･･････････ １１０ 

－ ⑬ － 



 

 

●各章の説明 
 

第１章 

 お使いになる前に 

本装置の各部の働きや、ケーブルの接続方

法などについて説明します。 

第２章 

 ネットワークの設定 

パソコンの設定について、OSごとに図解

します。 

第３章 

 装置のセットアップ 
本装置の設定方法を説明します。 

第４章 

 通 話 

IP 電話サービスを利用した電話の発着信

について解説します。 

第５章 

 困ったときは・・・ 

通話・通信がうまくいかないなどの困った

ときの対策について解説しています。 

 付 録 本装置の仕様などをまとめています。 

 

 

 

●商標について 
 

z Windows 98、Windows Me、Windows 2000、Windows XPは
米国およびその他の国におけるMicrosoft Corporation (米国) の登

録商標または商標です。 

 

z Mac、MacOSは、米国およびその他の国におけるApple Computer 
Inc. (米国) の登録商標または商標です。 

 

z Ethernet は、ゼロックス社の登録商標または商標です。 
 

z その他の社名・製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。 
 

  この本の読み方 

－ ⑭ － 
<E> 
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ここでは、DHCPに関する設定をこの画面でまとめておこないます。 

通常は、初期値のままでご使用下さい。 

 

 

 

 ＊プロキシDNS設定 

 

[状態] 

プロキシDNS設定に対して[有効]と[無効]を切り替えます。 

 

[プロキシDNS IP アドレス] 

本装置が参照するDNSサーバの IP アドレスが表示されます。 

 

 

 

 ＊DHCPサーバ設定 

 

本装置が LANの DHCPサーバとして機能するように設定します。 

(ダイナミック IP 割り当ての設定です。) 

 

 

[状態] 

 DHCPサーバ設定に対して[有効]と[無効]を切り替えます。 

 

※ [有効]を選択したとき、[LAN設定](p.49)にて[IP アドレス]や 

  [サブネットマスク]の変更をおこなった場合は、以下の[開始 IP 

  アドレス][サブネットマスク][デフォルトゲートウェイ]の設定 

  変更をおこなってください。 

 

[開始 IP アドレス] 

LAN ポートに接続される機器に割り当てられる IP アドレスの開始

アドレスを設定します。 

 

[IP アドレス数] 

上記の IP アドレスの割り当て範囲(個数)です。 
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[サブネットマスク] 

DHCP サーバとして機能するように適切なサブネットマスクを入力

します。 

 

[デフォルトゲートウェイ] 

DHCPクライアントに割り当てられることになるゲートウェイの IP

アドレスを指定します。 

 

[IP リース時間] 

ダイナミックに配置された IPプールから、クライアントが IPアドレ

スをリースできる時間を指定します。 

 

[DNSサーバ IP アドレス](プライマリ)(セカンダリ) 

リースされる IP アドレスを使用して DHCP クライアントによって

使用される DNS サーバを指定し、ホスト名を IP アドレスに変換ま

たはこれと逆の変換を行います。 

 

[WINS サーバ IP アドレス] 

一部の LAN は WINS サーバの使用を要求する場合があります。

WINSサーバの IPアドレスを入力するか、または何も入力しません。 

 

[ドメイン名] 

ネットワークグループのドメイン名を入力するか、または何も入力

しません。 

 

 

設定をクリアするときは、[クリア]ボタンをクリックします。 
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 ＊スタティックDHCP設定 (1～4) 

 

DHCP サーバ設定とほぼ同じ方法で機能します。唯一の違いは、特定

の IP アドレスを特定のホストに割り当てられることです。ホストは、

次の画面で入力されるそのNIC のMACアドレスで識別されます。 

 

[状態] 

インデックスごと(1～4)の設定内容に対して[有効]と[無効]を切り

替えます。 

 

[IP アドレス] 

割り当てられるスタティック IP アドレスです。 

 

[MACアドレス] 

上記の IP アドレスを受信する特定ホストのMACアドレスを指定し

ます。 

 

その他のパラメータ([サブネットマスク] [デフォルトゲートウェイ] 

[DNS サーバ IP アドレス] [WINS サーバ IP アドレス] [ドメイン名])

は、すべて前のセクション(DHCPサーバ設定)で説明されています。 

 

設定をクリアするときは、インデックスごとに[クリア]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

最後に画面右下にある[OK]ボタンをクリックし、設定を保存します。 

 

 

 



- 72 - 

５．NAT状態設定 
 

[ルータ機能設定]フォルダ配下の[NAT 状態設定]をクリックして、以下

の設定画面を表示します。 

 

 

NAT状態設定の画面 

 

 

[NAT 機能使用状態] 

NAT機能の使用状態を[有効][無効]で切り替えます。 

 

 

設定変更があった場合は、右下にある[OK]ボタンをクリックし、設定を

保存します。 
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６．NATローカルサーバ設定 
 

[ルータ機能設定]フォルダ配下の[NAT ローカルサーバ設定]をクリック

して、以下の設定画面を表示します。 

 

 

NATローカルサーバ設定の画面 

 

 

ここでは、設定した6つのNATローカルサーバを表示します。 

NATローカルサーバの編集をするときは、各行にある[編集]ボタンをク

リックして設定画面に移行します。 
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前画面上の[編集]ボタンをクリックすると、以下の画面に移行します。 

 

 

NATローカルサーバ設定<インデックス編集>の画面 

 

 

[プロトコル] 

TCPと UDPのいずれかのプロトコルを選択します。 

 

[グローバルポート] 

TCPまたはUDPのプロトコルポート番号の範囲を入力します。 

 

[ローカルポート] 

LAN上の指定されたホストによって使用されるポート番号の範囲を

入力します。 
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[サーバ IP アドレス] 

ローカルに割り当てられているホストコンピュータまたは装置の IP

アドレスを入力します。 

 

[使用状態] 

ここで設定した機能に対して、[有効][無効]を切り替えます。 

 

 

最後に画面右下にある[OK]ボタンをクリックし、設定を保存します。 
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７．UPnP機能設定 
 

[ルータ機能設定]フォルダ配下の[UPnP機能設定]をクリックして、以下

の設定画面を表示します。 

 

 

UPnP機能設定の画面 

 

 

ここでは、UPnP機能を使用するか否かの設定をおこないます。 

 

 

設定を変更したときは、右下にある[OK]ボタンをクリックし、設定を保

存します。 
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［参考］UPnP対応一覧 

 

 本装置の[UPnP機能]を"有効"に設定し、LANポートに接続されたPC

にて "ファイアウォールOFF"、"UPnPサービス選択"と設定してご利用

する場合の、各機能の利用可否をまとめた一覧です。 

 

Windows XP 

機  能 

UPnP 

対応 

(*1) 

・Windows Messenger 

・MSN Messenger など 

電話をかける ×           ×(*2) 

インスタントメッセージ －           ○ 

ファイル転送 ×           × 

音声チャット ○           ○ 

ビデオチャット ○           ○ 

アプリケーション共有 ○           ○ 

ホワイトボード ○           ○ 

リモートアシスタンス ○           ○ 

リモートアシスタンス中の 

ファイル転送 
○           ○ 

リモートアシスタンス中の 

音声チャット 
○           ○ 

 

*1 Messenger がWAN側の相手と接続をおこなうためにUPnP機 

  能を使用するものに"○"がついています。"×"の項目は、UPnP機 

能のみでは対応できません。 

 

*2 Messenger が自動的に動作環境チェックした結果「使えない」と 

  出た場合です。 
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全ての設定が終わったら、保存した設定を装置に反映させるために必ず

装置を再起動させることが必要です。 

設定保存後に表示される画面以外にも、[保守関連]フォルダ配下の[シス

テム再起動]画面で[実行]ボタンをクリックすると、本装置を再起動させ

ることができますので、必ず再起動をおこなってください。 

 

本装置は、ここまで保存された設定で立ち上がります。 

 

 

システム再起動の画面 

 

 

再起動後に装置前面の[Status/Alarm][PPP]の各ランプが緑色点滅か

ら緑色点灯に変わったら、設定は全て反映され、お客様がお使いになれ

る状態です。 
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第 4 章 
 

 

 

 

 

通 話 
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 本装置を使用することにより、IP 電話サービスが利用できますが、以下

のような場合は一部または全部の区間を PSTN利用の発信となります。 

 

1. 装置背面のVoIP スイッチがOFFになっている場合。 

 

2. 発信者側・相手側の一方または両方が、IP 電話サービスを利用できる

環境にない場合。（サービス未加入、サービス一時利用停止 etc.） 

 

3. 発信者側・相手側の一方または両方が、停電中の場合。 

(本装置では停電時でも PSTNの利用は可能です。) 

 

4. 発信者が初めから PSTNを選択して発信した場合。 

 

5. 「110」「118」「119」番の緊急通話をする場合。 

(2003年 4月現在のサービス状況です。) 

 

 

 

 

※ 呼出中・通話中の電源ON/OFF について 
 

 呼出中や通話中に本装置の電源をOFF→ONまたはON→OFFする

と、本装置は予期せぬ動作をする場合がありますので絶対にしないでく

ださい。 

※ 電話機の呼出回数指定について 
 

 着信時の呼出回数を指定できるサービス(「ボイスワープ」「キャッチ

ホンⅡ」など)をご利用のとき、本装置の Phone ポートに接続された

電話機の呼出回数と指定した呼出回数が異なる場合があります。 
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 IP 電話サービスを利用して相手先に電話をかける場合、切り替えなどの

特別な操作は必要ありません。今まで通り受話器をとり、相手先電話番号

をダイヤルしていただくことで相手先を呼び出します。 

相手先でも同様に IP 電話サービスに加入している場合、受話器から「♪ド

ミソ」の音階の識別音が鳴ります。 

 

また、IP 電話サービスを利用して発信をおこなっても、条件・状態によっ

てはPSTN経由の発信となります。その場合もダイヤル終了後にPSTN経

由の発信になったことを知らせる識別信号が受話器から聞こえます。 

 

以下は、接続ケースごとに「発信」→「通話」→「切断」の状態推移を、

受話器から聞こえる音と本装置の"Status/Alarm""VoIP" "Hook/Ring"ラ

ンプの動きを含めて簡単に説明します。 

 

 

※ ダイヤル入力が終了してからRBT(リングバックトーン：呼出音)が 

  聞こえるまでの間、「プッ、プッ、プッ・・・」というガイダンス音 

  が聞こえる場合があります。 

 

 

  発信 4.1 
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【CASE1】 IP 電話サービスで発信 

             →相手先が IP 電話サービスで着信 
 

 動 作 
受話器から 

の可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 点 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
点 灯 点 滅 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 点 灯 点 滅 点 灯 

４ 
IP 電話同士の 

接続 

 

♪ドミソ 

(※) 

点 灯 点 滅 点 灯 

５ 
相手先を 

呼出中 

相手先 

呼出音 
点 灯 点 滅 点 灯 

６ 
相手先が 

応答する 
相手の声 点 灯 点 灯 点 灯 

７ 受話器を置く － 点 灯 消 灯 消 灯 

 

※ NTT東日本・西日本が提供する IP 電話対応端末機器をご利用 

  のお客様に電話をかけたとき、受話器から聞こえる識別音は 

  「♪ドミ」の音階になります。 
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【CASE2】 PSTN で発信 → PSTN で接続 
 

[一般電話接続テーブル]にある電話番号(プリフィックス発信(※)を含

む)への発信をおこなうときは、受話器から認識音は聞こえません。 

 

 動 作 
受話器から 

の可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 点 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
点 灯 点 滅 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 点 灯 点 滅 点 灯 

４ 
相手先を 

呼出中 

相手先 

呼出音 
点 灯 消 灯 点 灯 

５ 
相手先が 

応答する 
相手の声 点 灯 消 灯 点 灯 

６ 受話器を置く － 点 灯 消 灯 消 灯 

 

※ プリフィックス発信とは、相手先電話番号の前にプリフィックス 

  (0000)をつけてダイヤルすることをいいます。 

 プリフィックスをつけた発信は、IP 電話サービスを利用しない発 

 信になりますので、IP 電話サービスで発信される電話番号を一時 

 的に PSTNで発信させたい場合などに有効です。 

 

 



- 84 - 

 

 

 

※ プリフィックスと186/184ダイヤルについて 
 

 例として、"03-1234-5678"にダイヤルする場合を考えます。 

 

 

 PSTN を選択するために、相手先電話番号の前にプリフィックス

をつけてダイヤルする場合は以下のようになります。 

 

0000 ＋ 0312345678 

 

 

 また、今までの電話同様、相手先電話番号の前に"186"や"184"

をつけることにより、発信者電話番号を相手に通知する/通知しない

の選択ができます。 

 

186 ＋ 0312345678 ( 通 知 ) 
  

または 
  

184 ＋ 0312345678 ( 非通知 ) 

 

 

 この 2 つの条件を 1 度のダイヤルでおこなう場合は、必ず初めに

プリフィックスを入力し、続けて"186"または"184"を入力、最後

に相手先電話番号を入力して下さい。 

 

0000 ＋ 186 ＋ 0312345678 ( 通 知 ) 
  

または 
  

0000 ＋ 184 ＋ 0312345678 ( 非通知 ) 
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【CASE3】 IP 電話サービスで発信 

              → PSTN を経由して相手先で着信 
 

相手先が IP電話サービスに加入していないときは、IP電話サービスを

利用して発信をおこなってもPSTN経由の接続となります。この場合

は、ダイヤル終了後にPSTN経由の接続になったことを知らせる「♪

ドミ」の音階の識別信号が受話器から聞こえます。 

 

 動 作 
受話器から 

の可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 点 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
点 灯 点 滅 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 点 灯 点 滅 点 灯 

４ PSTNを経由 ♪ドミ 点 灯 点 滅 点 灯 

５ 
相手先を 

呼出中 

相手先 

呼出音 
点 灯 点 滅 点 灯 

６ 
相手先が 

応答する 
相手の声 点 灯 点 滅 点 灯 

７ 受話器を置く － 点 灯 消 灯 消 灯 
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【CASE4】 IP 電話サービスで発信 → PSTN にて再発信 

   → PSTN で接続 (アラーム音あり) 
 

VoIP システムの故障などでサーバが応答しない(IP 電話サービスがご

利用できない)場合は、ダイヤル後に受話器から「ピピッ」というアラ

ーム音が聞こえ、本装置はダイヤルされた電話番号をPSTNを利用し

て再発信します。 

 

 動 作 

受話器から

の 

可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 点 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
点 灯 点 滅 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 点 灯 点 滅 点 灯 

４ 
PSTNで 

再発信 
ピピッ 点 滅 消 灯 点 灯 

５ 
相手先を 

呼出中 

相手先 

呼出音 
点 滅 消 灯 点 灯 

６ 
相手先が 

応答する 
相手の声 点 滅 消 灯 点 灯 

７ 受話器を置く － 点 灯 消 灯 消 灯 
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【CASE5】 IP 電話サービスで発信 → PSTN にて再発信 

       → PSTN で接続 (アラーム音なし) 
 

VoIP サーバとの接続エラーなどが発生した場合は、本装置はダイヤル

された電話番号を PSTNを利用して再発信します。 

(ダイヤル後に受話器からアラーム音が聞こえません。) 

 

 動 作 
受話器から 

の可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 点 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
点 灯 点 滅 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 点 灯 点 滅 点 灯 

４ 
PSTNで 

再発信 
－ 点 滅 消 灯 点 灯 

５ 
相手先を 

呼出中 

相手先呼出

音 
点 滅 消 灯 点 灯 

６ 
相手先が 

応答する 
相手の声 点 滅 消 灯 点 灯 

７ 受話器を置く － 点 灯 消 灯 消 灯 
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【CASE6】 IP 電話サービスを利用しない設定での発信 
 

装置背面のVoIP スイッチをOFFにするなど、初めから IP電話サービ

スを利用しない設定になっている場合は、回線切替の認識信号は聞こ

えません。 

また、停電中などで発信側装置に電源が供給されていない場合も同様

です。(※)  

 

 動 作 
受話器から 

の可聴音 

Status/ 

Alarm 

ランプ 

VoIP 

ランプ 

Hook 

/Ring 

ランプ 

１ 
電話機 

待機状態 
－ 消 灯 消 灯 消 灯 

２ 
受話器を 

上げる 

ダイヤル 

トーン 
消 灯 消 灯 点 灯 

３ 
相手先番号を 

ダイヤルする 
－ 消 灯 消 灯 点 灯 

４ 
相手先を 

呼出中 

相手先 

呼出音 
消 灯 消 灯 点 灯 

５ 
相手先が 

応答する 
相手の声 消 灯 消 灯 点 灯 

６ 受話器を置く － 消 灯 消 灯 消 灯 

 

※ 装置に電源が供給されない場合は、ランプは全消灯のままです。 
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 IP 電話サービスからの着信も、PSTN からの着信も、切り替えなどの操

作は特に必要ありません。受話器を取ってお話ください。 

 

 

 

  着信 4.2 
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z IP 電話サービスで通話中の PSTN着呼 
 

 IP電話サービスを使用した通話中にPSTNから新しい着呼があった

場合、通話中に新しい着呼があることを伝える信号が入り、新しくか

けてきた相手先に RBT(リングバックトーン：呼出音)を返します。し

かし、現在の通話を保留にしてフッキング動作などで接続回線を切り

替えすることはできません。新しい着呼に応答するには、現在の通話

を終了することで電話機が鳴りますので、受話器をとってお話しくだ

さい。 

 

※ 最初の通話を継続した場合、新しくかけてきた相手はRBTを継続

的に受けているので、お客様が通話中であることをお知らせでき

ません。 
 

 

 

z IP 電話サービスで通話中の IP 電話サービス着呼 
 

 IP電話サービスを使用した通話中にIP電話サービスから新しい着呼

があっても、通話中に新しい着呼があることを伝える信号は入りませ

ん。また、新しくかけてきた相手先にBT(ビジートーン：話中音)を返

します。 
 

 

  通話中の着呼について 4.3 

[電話詳細設定]にて[通話中VoIP 着信音]を[有効]に設定することで、通話中に新

しい着呼があることを伝える信号が入り、新しくかけてきた相手先にRBTを返す

ことができます。しかし、現在の通話を保留にしてフッキング動作などで接続回

線を切り替えすることはできません。新しい着呼に応答するには、現在の通話を

終了(受話器を置く)することで電話機が鳴りますので、受話器をとってお話しくだ

さい。 

 

＃ 最初の通話を継続した場合、新しくかけてきた相手はRBTを継続的に受け 

  ているので、お客様が通話中であることをお知らせできません。 
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z PSTNで通話中の IP 電話サービス着呼 
 

 PSTNを使用した通話中にIP電話サービスから新しい着呼があって

も、通話中に新しい着呼があることを伝える信号は入りません。また、

新しくかけてきた相手先にBTを返します。 

 

 

 

 

z PSTNで通話中の PSTN着呼 
 

 PSTNを使用した通話中にPSTNから新しい着信が入ってきた場合

は、新しくかけてきた相手先に BT を流して通話中であることをお知

らせします。また、通話中の回線には新しい着呼があることを知らせ

る信号は入りません。 

ただし、お客様がPSTNで「キャッチホン」などのサービスをご契 

約されている場合はその内容に準じます。 

 

 

 

 

[電話詳細設定]にて[通話中VoIP 着信音]を[有効]に設定することで、通話中に新

しい着呼があることを伝える信号が入り、新しくかけてきた相手先にRBTを返す

ことができます。しかし、現在の通話を保留にしてフッキング動作などで接続回

線を切り替えすることはできません。新しい着呼に応答するには、現在の通話を

終了することで電話機が鳴りますので、受話器をとってお話しください。 

 

＃ 最初の通話を継続した場合、新しくかけてきた相手はRBTを継続的に受け 

  ているので、お客様が通話中であることをお知らせできません。 
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 停電などで本装置に電源が供給されない場合は、本装置はPSTNへの接

続に固定され、IP 電話サービスは利用できません。 

ただし、PSTNについては、停電中も通常通りにご利用になれます。 

 

 

●停電時の発信 
 

 通常と同様に相手先電話番号をダイヤルすることで、PSTN を利用し

て相手先を呼び出します。 

 

 ※ 初めから PSTNでの発信になるので、ダイヤル後に回線切替の 

   識別信号は出しません。 

 

 

●停電時の着信 
 

 通常と同様に、電話が鳴ったら受話器をとってお話ください。 

 

 ※ 停電の復旧などで、PSTNでの通話中に本装置に電源が投入され 

   ても、その通話が終了するまでは PSTNの接続を保持します。 

 

 
 

  停電時の発着信について 4.4 
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- 94 - 

 

症 状 チェック項目・対策 

"Power" ラ ン プ

が点灯しない 

コンセントか装置の電源コネクタが外れている可能

性があります。 

z 添付のACアダプタを正しく接続して、電源を
供給してください。 

"Status/Alarm"

ランプが緑色点

灯しない 

設定内容が誤っている可能性があります。 

z 装置もしくはVoIPサーバの IPアドレスの誤り
が考えられますので、[基本設定]メニューの各

ページや[IP 電話設定]メニューの[電話基本設

定]ページを再確認してください。 

z 電話番号や認証用ユーザ ID・パスワードの誤り
が考えられますので、[IP 電話設定]メニューの

[電話基本設定]ページを再確認してください。 

"Status/Alarm"

ランプが赤色点

灯する 

セルフテストに失敗した可能性があります。 

z もう一度、本装置の電源を入れ直してください。
症状に変化が見られないときは、本装置の故障

が考えられますので、サービス窓口にご相談く

ださい。 

設定内容が誤っている可能性があります。 

z [基本設定]メニューの[WAN 設定]ページを再
確認してください。 

"PPP" ランプが

点灯しない 

自動取得に失敗した可能性があります。 

z もう一度、本装置の電源を入れ直してください。
症状に変化が見られないときは、本装置の故障

が考えられますので、サービス窓口にご相談く

ださい。 

 

  故障かな？と思ったとき 5.1 
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症 状 チェック項目・対策 

"WAN"ランプが

点灯・点滅しない 

ケーブル接続が誤っている可能性があります。 

z WAN ポートに接続されたケーブルが、ADSL
モデムと正しく接続されているか確認してくだ

さい。 

z 接続に使用したケーブルがストレートケーブル
かどうか、もう一度確認してください。 

 接続したADSL モデムの異常が考えられます。 

z ADSL モデムの電源を確認してください。 
z ADSL モデムの設定を確認してください。 

"LAN"ランプが

点灯・点滅しない 

ケーブル接続が誤っている可能性があります。 

z LANポートに接続されたケーブルが、パソコン
などと正しく接続されているか確認してくださ

い。 

z 接続に使用したケーブルがストレートケーブル
かどうか、もう一度確認してください。 

 接続したパソコンなどの異常が考えられます。 

z パソコンなどの電源を確認してください。 
z パソコンなどの設定を確認してください。 

発信時、"VoIP"

ランプ点滅後に

消灯してしまう 

故障ではありません。PSTNで再発信されました。 

z "Status/Alarm"ランプの点灯を確認してくだ
さい。 

z 背面のVoIP スイッチを確認してください。 
相手が応答して

も"VoIP"ランプ

の点滅が継続し

ている。 

故障ではありません。相手先ではPSTNで着信して

います。 

z 相手先が IP 電話サービスを利用できない状態
にあるときには、IP 網から PSTN に接続され

て相手先に届きます。 

通話中、"WAN"

ランプが点滅し

たままになる 

故障ではありません。 

z データ通信中は点滅となります。IP網では通話
もデータと見なされるので、通話中は点滅した

ままとなります。 
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症 状 チェック項目・対策 

受話器を上げて

も"Hook / Ring"

ランプが点灯し

ない 

ケーブル接続が誤っている可能性があります。 

z Phone ポートに接続されたケーブルが、電話機
と正しく接続されているか確認してください。 

 本装置の故障が考えられます。 

z サービス窓口にご相談ください。 
ダイヤル発信が

できない 

回線種別が誤っている可能性があります。 

z 本装置は電源投入時に回線種別を自動で設定し
ますが、設定後にケーブル類の挿抜をおこなっ

たり、電話機の電源を OFF/ON したりした場

合は、ダイヤル種別設定に狂いが生じる場合が

あります。 

Internet 使用中

に通話を始める

と、Internet の速

度が遅くなる 

故障ではありません。 

z 本装置ではデータ通信よりも通話を優先する仕
様になっています。データ通信と通話が同じ経

路(IP 網)を使用するため、使用トラフィックの

増加にともない速度が遅くなったと考えられま

す。 

通話中、Internet

を使用すると通

話がブツブツ切

れる 

本装置の故障が考えられます。 

z 本装置ではデータ通信よりも通話を優先する仕
様になっていますので、この場合は本装置の故

障が考えられます。サービス窓口にご相談くだ

さい。 

通話中、突然通話

が切断されてし

まう 

故障ではありません。 

z 回線が込み合っているなど、音声品質が満たさ
れない場合は切断されることがあります。しば

らく経ってからおかけ直し下さい。 

市内発信ができ

ない 

市外局番設定が誤っている可能性があります。 

z もう一度、市外局番の設定をお確かめください。 
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なお、ここに掲載した以外にも、お客様からのご意見を広く反映できる

ように、弊社サポートページ(ホームページ)の FAQコーナーを随時更新

して参りますのでご利用ください。 

 

 

 NEC VoIP テレフォニーアダプタ 

 IV-110SN サポートサイト 

 

http://www.ntem.co.jp/voip/iv-110sn/ 
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 故障や異常に気づいたときは、すぐに電源コンセントから AC アダプタ

を抜いて、サービス窓口にご連絡ください。 

 

 

 

 

  異常に気づいたとき 5.2 
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項  目 仕  様 
インタフェース  

 Ethernet ポート  

  WAN  10BASE-T イーサネットポート(RJ-45) x1 

   準拠規格 ・ IEEE802.3(10BASE-T) 

・ IEEE802.3x(全二重通信におけるフロー制御) 

   全二重 

／半二重 
 全二重／半二重サポート(自動切替) 

   付加機能 ・ 呼制御プロトコル：SIP(RFC2543) 

・ Voice 圧縮：G.711u-law、G.729a 

・ Quality of Service 機能(DataよりVoice優先) 

   状態表示  LED：WAN(Link/Act) 

  LAN  10/100BASE-TX 

 ファーストイーサネットポート(RJ-45) x1 

   準拠規格 ・ IEEE802.3(10BASE-T) 

・ IEEE802.3u(100BASE-TX) 

・ IEEE802.3x(全二重通信におけるフロー制御) 

   全二重 

／半二重 
 全二重／半二重サポート(自動切替) 

   付加機能  Auto Negotiation 機能(10/100BASE認識) 

   状態表示  LED：LAN(Link/Act) 

 アナログポート  

  Line  PSTN POTSポート (RJ-11) x1 

  Phone  FXSポート (RJ-11) x1 

   状態表示  LED：Phone(VoIP、Hook/Ring) 

    ・ DTMF：トーン検出/発生 

・ Dial Pulse：10pps/20pps 

・ モデム/FAXトーン検出 

・ エコーキャンセル方式：G.165/G.168 

 

 

 

 

  装置仕様一覧  
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項  目 仕  様 
ネットワーク 

プロトコル 

・ TCP/IP, UDP, ARP, ICMP, HTTP,  

 RIP1/RIP2, UPnP 

・ DHCP： 動的ホスト構成プロトコルサーバー 

・ NAT： ネットワークアドレス変換 

・ PPPoE 

ネットワーク 

マネージメント 

・ Web ベースの 

グラフィカルユーザインタフェース(GUI) 

Console ポート  コンソール用ポート(RJ-14) x1 

セキュリティ ・ PAP/CHAP 

・ Web による管理パスワード 

・ IP アドレス、ポート番号、プロトコルによる 

パケットフィルタ 

使用電源  AC100V±10V (50/60Hz) 

          ＊専用ACアダプタ添付 

消費電力  12VA以下 

環境条件  

 温度条件  0 ～ +40℃ 

 湿度条件  85％以下      ＊ただし、結露なきこと 

外形寸法(本体)  34mm(W)×156.6mm(D)×172mm(H) 

          ＊突起部を除く 

質量(本体)  約 0.4 kg 

認証番号  A02-0931JP 
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z Line ポート・Phone ポート (RJ-11) 
 

 

 

 

 

 

ピン番号 信号 

１ 送受信データ 

２ 送受信データ 

 

 

 

 

 

 

 

z WANポート・LANポート (RJ-45) 
 

 

 

ピン番号 信号 

１ 送信データ（＋） 

２ 送信データ（－） 

３ 受信データ（＋） 

４ 未使用 

５ 未使用 

６ 受信データ（－） 

７ 未使用 

８ 未使用 
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●10BASE-T 
 撚り対線(UTP)ケーブルを利用して、通信速度 10Mbit/s、最大伝送

距離 100mの通信を可能とするEthernet の規格です。 

 

●100BASE-TX 
 撚り対線(UTP カテゴリー5)ケーブルを利用して、通信速度 

100Mbit/s、最大伝送距離 100mの通信を可能とするFast Ethernet

の規格です。 

 

●ADSL モデム (ADSL modem) 
 Ethernet 信号を ADSL 信号に変換(変調)したり、逆に、回線から送

られてきた ADSL 信号を Ethernet 信号に変換(復調)したりする装置で

す。 

 

●ARP (Address Resolution Protocol) 
 IP アドレスから Ethernet の MAC アドレスを求めるのに使われるプ

ロトコルです。 

 

●bit/s (bit per second) 
 通信回線などのデータ転送速度の単位で、1bit/s は 1 秒間に 1bit の

データを転送できることを表します。1kbit/s は 1000bit/s、1Mbit/s

は 1000kbit/s です。 

 

●CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol) 
 PPP などで利用される認証方式のひとつです。途中経路でこのやり取

りを盗聴されても、手に入るのは暗号化された情報なので、パスワード

を盗まれる心配はありません。 

 

●DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) 
 インターネットに一時的に接続するコンピュータに、IP アドレスなど

必要な情報を自動的に割り当てるプロトコルです。 

 

  用語説明  
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●DHCPサーバ 
 DHCPを自動的に割り当てるサーバです。ゲートウェイサーバやDNS

サーバの IPアドレスや、サブネットマスク、クライアントに割り当てて

もよい IPアドレスの範囲などが設定されていて、ダイヤルアップなどの

手段を使ってアクセスしてきたクライアントにこれらの情報を提供し、

通信を終えると自動的にアドレスを回収して他のコンピュータに割り当

てます。 

 

●DNS (Domain Name System) 
 インターネット上のホスト名と IP アドレスを対応させるシステムです。

IP アドレスをもとにホスト名を求めたり、その逆を求めたりすることが

できます。 

 

●HUB 
 LAN で使われる集線装置です。各機器に接続されたケーブルは一旦

HUBに接続され、HUBを介して相互に通信します。 

 

●ICMP (Internet Control Message Protocol) 
 IP のエラーメッセージや制御メッセージを転送するプロトコルです。

TCP/IP で接続されたコンピュータやネットワーク機器間で、互いの状態

を確認するために用いられます。 

 

●IP (Internet Protocol) 
 UNIX の標準プロトコルです。ネットワークに参加している機器のアド

レス付けや、相互に接続された複数のネットワーク内での通信経路の選

定をするための方法を定義しています。 

 

●IP アドレス 
 インターネットやイントラネットなどの IP ネットワークに接続された

コンピュータ1台1台に割り振られた識別番号です。インターネット上

ではこの数値に重複があってはならないため、各国の Network 

Information Center(NIC)で割り当てなどの管理を行っています。 
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●IP マスカレード 
 インターネットに接続された企業などで、ひとつのグローバル IP アド

レスを複数のコンピュータで共有するための技術のひとつです。

TCP/UDP のポート番号まで動的に変換されるため、ひとつのグローバ

ル IP アドレスで複数のマシンからの同時接続が可能ですが、ポート番号

が変化してしまうため、インターネット側からアクセスできないなどの

欠点があります。 

 

●LAN (Local Area Network) 
 撚り対線や同軸ケーブル、光ファイバーなどを使って、同じ建物の中

にあるコンピュータやプリンタなどを接続し、データをやり取りするネ

ットワークのことです。接続形態や通信制御方式に幾つかの種類があり

ますが、撚り対線を使用した10BASE-Tや 100BASE-TXが一般的で

す。 

 

●MACアドレス 
 Ethernet カード毎に固有に割り当てられている ID 番号です。世界中

の Ethernet カードでこの番号が重複することはありません。 

 

●NAT (Network Address Translation) 
 インターネットに接続された企業などで、ひとつのグローバル IP アド

レスを複数のコンピュータで共有するための技術のひとつです。同時に1

台しかインターネットにつなげないという制約があります。 

 

●PAP (Password Authentication Protocol) 
 不正ユーザがネットワークに侵入するのを阻止するためのセキュリテ

ィプロトコルのひとつです。パスワードによって偽装ユーザかどうか識

別されますが、パスワードが暗号化されないという弱点があります。 

 

●Ping (Packet Internet Groper) 
 インターネットやイントラネットなどのTCP/IPネットワークを診断す

るプログラムです。接続されているかどうか調べたい IP アドレスを指定

すると、ICMP を使ってデータを 4 回送信し、相手から返信があるかど

うかでネットワークを診断します。 
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●PPP (Point-to-Point Protocol) 
 電話回線を通じてコンピュータをネットワークに接続するダイヤルア

ップ接続で使われるプロトコルです。さまざまなプロトコル(TCP/IP、

IPX/SPX、NetBEUI など)と併用して用いられます。 

 

●PPPoE (PPP over Ethernet) 
 PPP の機能を Ethernet を通して利用するためのプロトコルです。も

ともと、電話回線や ISDN 回線など、発呼を要する通信回線を介してネ

ットワークに接続するために開発された PPPを LANなどの「つなぎっ

ぱなし」の環境でも利用できるようにしたものです。Ethernet カードの

持つ固有の「MACアドレス」によって双方のコンピュータを識別し、そ

の間に仮想回線を展開します。 

 

●PSTN (Public Switched Telephone Networks) 
 一般の加入電話回線ネットワークのことで、「公衆電話交換回線網」な

どと訳されます。末端に電話機をつないで、回線交換方式で相手に接続

して音声通話をするのに使用します。 

 

●RIP (Routing Information Protocol) 
 ネットワーク内でルータなどの制御機器が経路情報を相互に交換する

ためのプロトコルです。ルータ等の制御機器は、RIP で得た経路情報を元

にパケットをどこに送ればよいかを判断しています。 

 

●SIP (Session Initiation Protocol) 
 VoIP を応用したインターネット電話などで用いられる、通話制御プロ

トコルのひとつです。転送機能や発信者番号通知機能など、同様のプロ

トコルと比べて公衆電話網に近い機能を備え、接続にかかる時間も短く

なっています。 

 

●TCP (Transmission Control Protocol) 
 インターネットで利用される標準プロトコルです。ネットワーク層の

IP と、セッション層以上のプロトコル(HTTP、FTP、SMTP、POP な

ど)の橋渡しをします。 
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●TCP/IP 
 インターネットやイントラネットで標準的に使われるプロトコルです。 

 

●UDP (User Datagram Protocol) 
 インターネットで利用される標準プロトコルです。ネットワーク層の

IP と、セション層以上のプロトコル(RealAudio など)の橋渡しをします。 

 

●UPnP (Universal Plag and Play) 
 パソコンや周辺機器などをネットワーク接続して、相互に機能を提供

しあうための技術です。 

 

●VoIP (Voice over IP) 
 インターネットやイントラネットなどの TCP/IP ネットワークを使っ

て音声データを送受信する技術です。社内 LANを使った内線電話や、イ

ンターネット電話などに応用されています。 

 

●WAN (Wide Area Network) 
  「広域通信網」の略で、電話回線や専用線を使って、地理的に離れた

地点にあるコンピュータ同士を接続し、データをやり取りすることを言

います。 

 

●Web ブラウザ 
 Web ページを閲覧するためのアプリケーションソフトです。

Microsoft 社の Internet Explorer や AOL Time Warner 社 (旧

Netscape Communications 社 ) の Netscape Communicator 

(Navigator)などが有名です。 

 

●WINS サーバ 
 Windows NTなどでNetBIOSネットワークとTCP/IPネットワーク

を同時に運用しているとき、NetBIOS で使われているマシン名を

TCP/IP ネットワーク上でも使えるようにする機能です。 
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●グローバル IP アドレス 
 インターネットに接続された機器に一意に割り当てられた IP アドレス

です。インターネット上で通信を行うためには必ず必要であり、各国の

NIC によって各組織に割り当てられ、各組織は重複しないように割り振

っています。 

 

●ゲートウェイ 
 ネットワーク上で、媒体やプロトコルが異なるデータを相互に変換し

て通信を可能にする機器です。 

 

●サブネットマスク 
 IP アドレスのうち、何bit がネットワークを識別するためのネットワー

クアドレスに使用されるかを定義する数値です。ネットワークアドレス

以外の部分が、ネットワーク内の個々のコンピュータを識別するホスト

アドレスになります。 

 

●サーバ 
 コンピュータネットワークにおいて、クライアントコンピュータに対

して自身の持っている機能やデータを提供するコンピュータ、または、

ソフトウェアのことです。 

 

●スプリッタ 
 PSTNを使ってADSLによるデータ通信を行なう際に、音声信号とデ

ータ信号とを分離する装置です。スプリッタを付けなかった場合、電話

機とADSLモデムの両方にノイズが発生することがあります。 

 

●デフォルトゲートウェイ 
 LAN外のコンピュータへアクセスする際に使用する「出入り口」の代

表となるコンピュータやルータなどの機器を指します。アクセス先の IP

アドレスについて特定のゲートウェイを指定していない場合は、デフォ

ルトゲートウェイに指定されているホストにデータが送信されます。 
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●ファイアウォール 
 LAN に外部から侵入されるのを防ぐためのシステムです。LAN と

WAN との境界を流れるデータを監視し、不正なアクセスを検出・遮断

します。 

 

●ファームウェア 
 ハードウェアの基本的な制御を行うために機器に組み込まれたソフト

ウェアのことです。 

 

●プライベート IP アドレス 
 LAN に接続された機器に一意に割り当てられた IP アドレスです。プ

ライベート IPアドレスしか持たない機器がインターネットで通信を行う

には、グローバルアドレスを割り当てられた機器に中継してもらう必要

があります。 

 

●ブリッジ 
 ネットワークにおいて、ケーブルを流れるデータの転送先アドレスを

見て中継すべきかどうかを判断する機器です。 

 

●プロトコル 
 複数のコンピュータが通信を行う時に、お互いに合わせておかなくて

はならない通信手順です。異なっている場合は通信することができませ

ん。 

 

●ポート番号 
 ひとつのIPアドレスで複数のコンピュータを接続するためにIPアドレ

スの下に設けられたサブアドレスで、0～65535の数字が指定できます。 

 

●ルータ 
 ネットワーク上を流れるデータを他のネットワークに中継する機器で

す。プロトコルを解析してアドレスを見て経路を選択する機能を持って

います。また、対応していないプロトコルのデータはすべて破棄されま

す。 
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◆管理者設定 
 

Web ブラウザで管理画面に初めてログインするとき、認証画面のユーザ

名とパスワードには"user"(初期値)を入力しましたが、以下の画面からこ

れらを変更することができます。 

 

 

管理者設定の画面 

 

   [ユーザ名] 

新しく設定するユーザ名を入力します。 

 

   [現在のパスワード] 

現在まで使用していたパスワードを入力します。 

 (初めて変更する場合は"user"になります。) 

 

  マネージメント([保守関連]の画面) 
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   [新しいパスワード] 

新しく設定するパスワードを入力します。(最大 10文字) 

 

   [新しいパスワード(再入力)] 

確認のため、新しく設定するパスワードを再入力します。 

 

 

設定を変更したら、右下にある[OK]ボタンをクリックして設定を保存し

ます。 

保存後は、新しいユーザ名とパスワードで再ログインが必要になります

ので、以下のポップアップ画面に新しく設定したユーザ名とパスワード

を入力してログインしてください。 

 

 

 [OK]をクリックし、元の画面(管理者設定)に戻ったら設定完了です。 
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◆ファームウェア更新 
 

新しいファームウェアが提供されたとき、本装置は[ファームウェア更新]

の画面を使用してバージョンアップをすることができます。 

更新は以下の手順でおこなってください。 

 

 

ファームウェア更新の画面 

 

 

1. 現在のファームウェアの[バージョン]を確認します。 

 

2. ファームウェア提供先から新しいファームウェアをダウンロードし、

装置の LANポートに接続された PC上に保存します。 

 

3. [新ファームウェアファイル名]に、ダウンロードした新しいファーム

ウェアをパスを含めて入力します。([参照...]ボタンをクリックして選

択すると便利です。) 
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4. [更新実行]ボタンをクリックすると、以下のポップアップが表示され

ます。[OK]をクリックするとバージョンアップを開始します。 

 

※ バージョンアップ動作中は、本装置の電源を切らないでください。 

  故障の原因となります。 

 

 

画面下部に[更新中です]の表示があらわれず、すぐに更新がストップし

てしまう場合は、[新ファームウェアファイル名]の入力が誤っている可

能性がありますので、もう一度ご確認ください。 
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5. バージョンアップが成功すると、装置の再起動を促す以下の画面が表

示されます。[設定を保存しリブートします]を選択して[保存]ボタン

をクリックしてください。装置は再起動し、新しいファームウェアで

立ち上がります。TOP画面が表示されるまで、ブラウザの操作を一切

おこなわないでください。 

 

 

 

6. 再度ログイン後、[ファームウェア更新]の画面でバージョンを確認し

ていただき、変更されていれば更新は終了です。 
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◆工場出荷時設定 
 

本装置は、電源を OFF にしてもそれまでに保存した設定を保持します。

全ての設定を初期状態に戻すときは、[工場出荷時設定]をご利用ください。 

工場出荷時の設定に戻すには、次の2通りがあります。 

 

 

 

● Reset スイッチでのリセット方法 

 

装置背面の[Reset]ボタンを利用して、本装置の設定を工場出荷状態に

戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

 

 

 

1. 本装置の電源を一旦"OFF"にします。 

 

2. 先の尖った棒で[Reset]ボタンを押し込みながら、電源を再投入

(ON)します。 

 

3. そのままの状態を5秒以上保持してください。 

 

4. 5 秒後、[Reset]ボタンを離すと、装置は工場出荷時の設定で起動

します。 
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● Web 画面からのリセット方法 

 

本装置は、LAN ポートに接続した PC から Web ブラウザを使用して

装置を工場出荷時の設定に戻すことができます。 

 

 

工場出荷時設定の画面 

 

 

工場出荷時設定を実行する前に、再度、実行してよいかをもう一度確

かめてください｡一旦リセットを実行すると、フラッシュ(NV-RAM)

内の保存した設定情報はすべて削除されます｡ 

 

<注> 工場出荷時設定後に本装置をご使用する場合は、第４章「装置

のセットアップ」に従って初めから設定が必要です。 
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画面の[工場出荷時の設定にリセット]ボタンをクリックすると、以下

のポップアップがあらわれます。 

 

 

[OK]ボタンをクリックすると、保存されていた設定を全てクリアし、

装置が再起動します。 

 

[キャンセル]をクリックすると、設定のクリアを中止します。 
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◆システム再起動 
 

本装置を再起動するときに使用します。(本装置の電源をOFF→ONする

動作と同じです。) 

[実行]ボタンをクリックすると、再起動を開始します。 

 

 

システム再起動の画面 

 

 

 

 




